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1
　
　
子
ど
も
減
少
期
に
お
け
る
教
員
養
成
系
大
学
の
展
開

教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
変
化

一
九
八
〇
年
代
の
日
本
の
高
等
教
育
政
策
の
中
で
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
獣
医
師
、
教
員
及
び
船
舶
職
員
」
の
養
成
に

関
わ
る
分
野
に
関
す
る
抑
制
策
が
採
ら
れ
た
が
、
こ
の
「
抑
制
五
分
野
」
の
中
で
も
特
に
教
員
養
成
分
野
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
（
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
～
七
四
（
四
九
）
年
生
ま
れ
）
が
学
齢
期
を
通
過
し
た
後
に
小
中
学
校

の
教
員
需
要
の
急
激
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
設
や
増
設
を
認
め
な
い
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
教
員
養
成
課

程
の
定
員
削
減
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
学
の
教
養
系
に
相
当
す
る
、
い
わ
ゆ
る
新
課
程
は
こ
う
し
た
動
向
の
中
で

Ⅶ

教
員
養
成
の
質
的
転
換
に
直
面
す
る
東
京
学
芸
大
学
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設
置
さ
れ
て
い
る
。

実
際
こ
の
時
期
の
教
員
需
要
は
減
少
し
、
教
員
養
成
課
程
を
出
て
も
教
員
と
し
て
就
職
で
き
る
見
込
み
は
狭
ま
っ
た
。

教
員
養
成
課
程
の
新
規
卒
業
者
の
教
員
就
職
率
は
八
〇
年
代
前
半
ま
で
は
七
〇
％
台
の
後
半
で
推
移
し
て
い
た
も
の
の

徐
々
に
低
下
し
、
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
に
は
三
二
％
に
な
っ
て
い
る
。
次
節
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
、「
教
員
就
職

冬
の
時
代
」
は
東
京
学
芸
大
学
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
す
べ
て
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
受
験
生
の
動
向
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
河
合
塾
で
な
が
ら
く
進
学
教
育
本
部

長
を
務
め
た
丹
羽
健
夫
（
一
九
三
六
―
二
〇
一
九
）
は
、
教
育
学
部
を
出
て
も
教
員
に
な
れ
な
い
状
況
ゆ
え
に
結
果
と
し
て

入
試
難
易
度
の
低
下
が
生
じ
た
と
論
じ
て
い
る
。
実
際
、
丹
羽
が
挙
げ
た
二
〇
〇
二
年
の
河
合
塾
の
デ
ー
タ
か
ら
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
国
立
大
学
の
学
部
系
統
別
に
見
る
と
、
教
育
系
学
部
の
中
で
も
教
員
養
成
系

は
、
芸
術
・
体
育
系
に
次
い
で
低
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
河
合
塾
の
デ
ー
タ
で
は
、
新
課
程
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
教
員
養
成
課
程
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
水
準
に

あ
っ
た
。
優
秀
な
学
生
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
も
い
え
る
が
、
新
課
程
（
教
養
系
）
に
は
発
足
時
よ
り
独
特
の
問

題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
主
に
、
教
育
学
部
を
分
割
す
る
形
で
別
立
て
の
組
織
を
設
け
た
た
め
に
一
つ
ひ
と
つ
の
教
育
組
織

が
小
さ
い
こ
と
、
実
際
に
は
教
育
を
直
接
に
扱
わ
な
い
多
様
な
学
問
分
野
を
専
攻
で
き
る
組
織
を
設
け
な
が
ら
も
「
教
育

学
部
」
と
い
う
括
り
の
中
に
お
か
れ
て
い
る
が
た
め
に
外
か
ら
見
て
わ
か
り
に
く
い
こ
と
、
の
二
つ
で
あ
っ
た
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
共
通
一
次
試
験
の
導
入
（
一
九
七
九
年
）
は
日
本
の
国
立
大
学
全
体
の
入
学
者
の
動
向
を
大

き
く
変
え
た
が
、
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
に
と
っ
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
前
後
ま
で
の
変
化
は
、

そ
れ
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
大
き
か
っ
た
。
主
に
教
職
志
望
者
が
教
育
学
部
に
入
っ
て
教
職
に
就
く
と
い
う
ル
ー
ト
の
比
重
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が
下
が
り
、
学
生
の
多
様
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
教
員
養
成
課
程
を
出
て
教
員
以
外
の
道
に
進
む
者
、
も
と
か
ら
教
員

を
志
望
せ
ず
に
新
課
程
に
入
る
者
な
ど
が
増
加
し
、
同
じ
時
期
に
留
学
生
の
増
加
が
生
じ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
従
前
と

は
異
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
化
が
花
開
く
こ
と
と
も
な
っ
た
。

「
新
課
程
連
絡
協
議
会
」
で
語
ら
れ
た
こ
と

新
課
程
は
、
国
立
の
教
員
養
成
系
大
学
・
学
部
の
う
ち
、
新
構
想
の
三
教
育
大
学
（
鳴
門
・
兵
庫
・
上
越
）
と
神
戸
（
教

育
学
部
を
廃
し
て
発
達
科
学
部（
現
・
国
際
人
間
科
学
部
）へ
改
組
）・
群
馬（
教
育
学
部
の
一
部
を
新
設
の
社
会
情
報
学
部
に
移
管
）

を
の
ぞ
く
四
六
大
学
に
設
け
ら
れ
た
。

日
本
教
育
大
学
協
会
で
は
、
一
九
九
四
年
に
「
新
課
程
連
絡
臨
時
協
議
会
」
を
開
き
「
大
学
・
学
部
に
お
け
る
新
課
程

の
現
状
の
報
告
及
び
新
課
程
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
参
加
四
七
大
学
の
間
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
（
一
一
月
一
八
日
、

愛
知
教
育
大
学 

大
学
会
館
）。
こ
の
時
の
も
よ
う
を
同
協
会
『
会
報
』
第
七
〇
号（
一
九
九
五
年
六
月
）か
ら
拾
っ
て
み
る
と
、

「
ス
タ
ッ
フ
、
予
算
、
建
物
は
教
育
系
の
余
り
の
も
の
を
あ
て
が
わ
れ
て
い
て
、
悲
惨
な
状
態
」
な
ど
後
発
の
教
育
組
織

と
し
て
の
環
境
整
備
の
遅
れ
を
訴
え
る
声
や
、「
新
課
程
の
設
置
で
、
教
育
学
部
は
目
的
大
学
・
学
部
で
は
規
定
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
」「
教
育
学
部
の
中
に
あ
っ
て
の
新
課
程
の
位
置
付
け
や
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
問
題
で
あ
る
」
な

ど
、
こ
の
新
し
い
教
育
組
織
の
位
置
づ
け
の
難
し
さ
を
嘆
く
声
が
各
大
学
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
臨
時
協
議
会
」
は
翌
一
九
九
五
年
よ
り
定
例
化
さ
れ
、
新
課
程
を
も
つ
会
員
大
学
が
回
り
持
ち
で
当
番
校
と
な

る
形
で
二
〇
一
三
年
の
第
二
〇
回
ま
で
「
新
課
程
連
絡
協
議
会
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
一
一
回（
二
〇
〇
四
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年
一
一
月
一
二
日
）
は
東
京
学
芸
大
学
を
当
番
校
と
し
て
附
属
図
書
館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
で
は
三
大
学
（
北
海
道
教
育
・
茨
城
・
東
京
学
芸
）
の
新
課
程
の
取
り
組
み
の
紹
介
に
続
き
、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
坂

口
幸
世
本
部
長
が
、
新
課
程
が
外
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
題
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

坂
口
は
受
験
生
の
動
向
と
し
て
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
後
に
二
次
試
験
を
出
願
す
る
ま
で
の
間
に
約
四
〇
％
が

志
望
を
変
え
、
変
更
の
実
際
は
「
同
じ
学
部
の
中
の
学
科
を
変
え
る
、
専
攻
を
変
え
る
人
」「
同
じ
大
学
の
中
で
も
違
う

学
部
に
行
く
人
」「
ま
る
っ
き
り
違
う
大
学
に
行
く
人
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
志
望
校
変
更
の
際
に

受
験
生
が
頼
る
各
種
メ
デ
ィ
ア
（
ウ
ェ
ブ
上
の
検
索
ツ
ー
ル
や
紙
媒
体
の
雑
誌
な
ど
）
に
お
い
て
、
教
員
養
成
系
学
部
の
新
課

程
に
関
す
る
情
報
が
な
か
な
か
得
に
く
い
状
況
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
こ
で
「
新
課
程
の
学
生
と
教
育
―
東
京
学
芸
大
学
「
教
養
系
」
の
実
践
か
ら
」
と
題
し
て
話
題
提
供
を
行
っ

た
の
は
野
口
裕
二
教
授
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
は
学
生
が
就
職
活
動
に
際
し
「
文
学
部
出
身
、
理
学
部
出
身
と
い
う
人

と
比
べ
て
、
実
質
的
に
は
同
じ
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
学
部
出
身
と
い
う
こ
と
で
や
や
専

門
性
が
低
い
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
文
脈
で
、
こ
の
新
し
い
教
育
組
織
が
外
か
ら
の
認
知
を
得

る
難
し
さ
が
語
ら
れ
て
い
る
。

学
部
組
織
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
め
ぐ
る
課
題

そ
も
そ
も
新
課
程
（
教
養
系
）
は
、
既
存
の
教
育
学
部
の
規
模
を
拡
大
せ
ず
に
分
割
す
る
形
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
前
述
の
よ
う
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
教
育
組
織
が
比
較
的
小
さ
く
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
受
験
業
界
や
企
業
な
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ど
の
外
側
か
ら
見
た
認
知
も
遅
れ
気
味
で
あ
っ
た
。

一
方
、
内
な
る
問
題
と
し
て
も
、
相
異
な
る
二
つ
の
教
育
組
織
を
同
じ
学
部
に
含
み
込
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
は
、

決
し
て
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
教
員
養
成
課
程
（
教
育
系
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
種
の
教
員
免
許
状
取

得
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
立
て
ら
れ
る
の
に
対
し
、
新
課
程
（
教
養
系
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
と
す
る
分

野
領
域
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
軸
に
組
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
構
成
原
理
の
違
い
に
加
え
、
教
育
組
織
を
分
割
し
て
別
立
て
の
新
課
程
を
立
て
た
こ
と
に
よ
り
、
横
断
的
な

学
び
が
構
築
し
に
く
い
と
い
う
ビ
ハ
イ
ン
ド
も
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、「
資
格
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
」
に

重
き
を
置
く
一
般
大
学
（
多
く
は
私
学
、
特
に
女
子
大
）
に
お
い
て
、
教
員
な
ど
の
学
校
教
育
関
連
職
と
司
書
等
の
社
会
教

育
関
連
諸
職
の
サ
ポ
ー
ト
を
も
と
も
と
一
体
化
し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に
比
べ
る
と
、
本
学
は
両
者
が
別
立
て
で
あ

る
が
故
に
両
方
の
資
格
を
併
せ
て
取
得
し
に
く
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
東
京
学

芸
大
学
は
そ
の
後
の
教
育
組
織
の
改
編
に
お
い
て
一
部
の
専
攻
選
修
を
教
養
系
か
ら
教
育
系
に
移
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に

改
善
策
を
講
じ
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
問
題
は
学
校
教
育
系
・
教
育
支
援
系
の
並
立
す
る
時
代
に
も
尾
を
引

い
て
い
る
。
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2
　
　
学
生
生
活
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

教
員
就
職
冬
の
時
代
と
就
職
先
の
拡
大

一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て

の
時
期
は
、
教
員
就
職
冬
の
時
代
で
あ
っ
た
。
図

Ⅶ
―

１
は
本
学
の
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
度
か
ら

一
九
九
七
年
度
ま
で
の
教
員
就
職
率
を
表
し
た
グ
ラ

フ
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
一
九
九
四
年
度
か
ら
の

三
年
間
は
冬
と
い
う
よ
り
は
氷
河
期
と
も
い
う
べ
き

状
況
を
呈
し
て
お
り
、
一
九
九
六
年
か
ら
一
九
九
七

年
度
に
は
つ
い
に
二
〇
％
代
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

る
。
ま
さ
に
教
員
就
職
冬
の
時
代
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
四
月
、
教
員
免
許
取
得
を
卒
業
要

件
に
し
な
い
教
養
系
が
設
置
さ
れ
、
学
部
定
員

一
二
一
五
人
の
三
一
％
に
あ
た
る
三
八
〇
人
の
学
生

が
教
養
系
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
二
年

図Ⅶ-1　東京学芸大学�教員就職率（『東京学芸大学五十年史』
1999、より作成）
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度
に
教
育
系
（
現
在
の
学
校
教
育
系
）
学
生
と
と
も
に
、
教
養
系
学
生
が
初
め
て
卒
業
し
教
育
系
卒
業
生
の
数
が
減
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
教
員
就
職
率
の
改
善
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

状
況
を
重
く
見
た
蓮
見
音
彦
学
長
の
指
示
で
対
策
が
打
た
れ
、
学
内
で
の
議
論
を
経
て
、
一
九
九
三
年
に
は
大
学
と
東

京
学
芸
大
学
同
窓
会
が
協
働
で
運
営
す
る
教
員
採
用
試
験
対
策
の
講
座
が
開
か
れ
た
。
現
在
の
通
称
「
万
ゼ
ミ
（
教
師
力

養
成
特
別
講
座
）」
に
つ
な
が
る
動
き
で
あ
る
が
、
問
題
意
識
を
共
有
し
た
同
窓
会
の
協
力
は
大
き
か
っ
た
。

教
養
系
の
設
置
や
教
員
就
職
難
と
い
う
状
況
の
中
で
、
卒
業
生
の
就
職
先
は
よ
り
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
民

間
企
業
を
は
じ
め
、
国
家
・
地
方
公
務
員
な
ど
に
進
む
者
、
そ
の
中
に
は
社
会
教
育
専
門
職
や
図
書
館
司
書
・
博
物
館
学

芸
員
・
文
化
財
専
門
職
の
道
へ
進
む
者
も
お
り
職
種
の
多
様
化
が
進
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
本
学
は
学
校
を
は
じ
め
教
育
界
に
優
れ
た
教
員
や
専
門
職
員
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
の
民
間
企
業

就
職
を
見
る
と
教
育
関
係
企
業
に
進
む
者
も
一
定
数
お
り
、
公
務
員
も
含
め
て
広
く
教
育
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
米
村
で
ん
じ
ろ
う
、
映
画
監
督
の
押
井
守
や
金
子
修
介
、
作
家
の
篠

田
節
子
、
日
本
気
象
協
会
の
人
気
天
気
予
報
士
で
あ
る
平
井
信
之
な
ど
学
校
以
外
の
教
育
文
化
面
で
活
躍
す
る
者
や
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
吉
崎
典
子
、
タ
レ
ン
ト
の
優
木
ま
お
み
、
声
優
の
洲
崎
綾
、
お
笑
い
タ
レ
ン

ト
で
漫
画
家
の
矢
部
太
郎
な
ど
マ
ス
コ
ミ
・
芸
能
の
世
界
で
活
躍
す
る
著
名
な
同
窓
生
も
多
く
、
世
間
で
思
わ
れ
て
い
る

以
上
に
活
躍
の
場
は
広
い
。
ま
た
、
本
学
や
他
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
、
研
究
者
や
大
学
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

者
も
多
数
に
上
る
。
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芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生

事
実
上
、
総
合
大
学
に
匹
敵
す
る
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
本
学
で
あ
る
が
、
同
窓
生
の
活
躍
の
場
は
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
に
も
拡
が
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
、
芸
術
の
世
界
で
は
、
指
揮
者
の
田
久
保
裕
一
、
作
曲
家
の
稲

森
安
太
己
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
高
橋
唯
な
ど
の
著
名
な
音
楽
家
が
出
て
い
る
。
書
道
で
は
書
家
で
あ
り
現
代
美
術
家
と
し

て
も
活
躍
す
る
柿
沼
康
二
、
絵
本
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
高
橋
和
枝
が
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
一
九
九
七
年
に
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
女
子
選

手
権
大
会
決
勝
戦
で
東
海
大
学
に
圧
勝
し
見
事
優
勝
、
大
学
日
本
一
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
狩
野
美
雪
は
実
業
団
チ
ー
ム
に
加
入
し
、
そ
の
後
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
。
野
球

で
は
、
二
〇
〇
三
年
に
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
入
団
し
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
も
活

躍
し
た
加
藤
武
治
が
い
る
。

陸
上
で
は
、
ア
テ
ネ
（
二
〇
〇
四
年
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
八
〇
〇
ｍ
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
陸
上
女
子
八
〇
〇
ｍ
の
元

日
本
記
録
保
持
者
・
杉
森
美
保
、
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
一
五
〇
〇
ｍ
に
日
本
女
子
選
手
初
出
場
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
卜
部
蘭
が
い
る
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
で
は
、
ア
テ
ネ
・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
楠
原
千
秋
、
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
本

学
初
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
し
て
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
入
団
し
、
そ
の
後
、
日
本
代
表
と
し
て
も
活
躍
し
た
岩
政
大
樹
（
現
、

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
監
督
）、
二
〇
一
〇
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
Ｆ
Ｃ
東
京
に
入
団
し
、
同
じ
く
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
高
橋
秀
人
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ら
が
い
る
。

柔
道
で
は
、
二
〇
一
三
年
の
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
で
本
学
初
の
優
勝
者
に
な
っ
た
角
田
夏
美
が
い

る
。
そ
の
後
、
角
田
は
数
々
の
国
際
大
会
で
優
勝
し
、
二
〇
二
一
年
、
二
〇
二
二
年
、
二
〇
二
三
年
の
世
界
柔
道
選
手
権

四
八
キ
ロ
級
で
三
連
覇
を
果
た
し
て
い
る
。

背
景
に
は
、
運
動
系
サ
ー
ク
ル
の
活
躍
が
あ
る
。
陸
上
、
水
泳
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
柔
道
、
剣
道
、
硬
式

野
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
な
ど
は
、
こ
の
時
期
の
各
種
目
の
リ
ー
グ
や
東

京
地
区
国
公
立
大
学
体
育
大
会
で
常
に
好
成
績
を
収
め
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
一
九
九
八
年
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
の
ア
イ
ス
レ
ッ
ジ
・
ス

ピ
ー
ド
レ
ー
ス
で
金
メ
ダ
ル
三
、
銀
メ
ダ
ル
一
を
獲
得
し
た
松
江
美
季
の
活
躍
で
あ
る
。
学
部
一
年
の
時
に
早
朝
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
中
に
交
通
事
故
に
遭
い
、
車
い
す
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
彼
女
の
大
活
躍
は
、
多
く
の
同
窓
生
に
勇
気
と
感

動
を
与
え
た
。

留
学
生
の
増
加
と
活
動

同
窓
生
の
中
に
は
留
学
生
も
含
ま
れ
る
。
一
九
八
七
年
に
一
三
六
名
に
達
し
た
留
学
生
は
、
そ
の
後
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
一
九
九
〇
年
に
は
四
〇
四
名
が
在
籍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
大
学
院
に
進
学
し
、
博
士
の
学
位
を
取

得
し
て
大
学
教
員
と
し
て
母
国
や
日
本
国
内
で
活
躍
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
帰
国
後
、
日
本
語
教
師
や
外

国
人
留
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
仕
事
で
活
躍
す
る
者
、
日
本
国
内
の
企
業
で
活
躍
す
る
者
な
ど
、
留
学
生
は
母
国
と
日
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本
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
な
活
躍
を
見
せ
て
い
る
者
が
多
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
留
学
生
の
活
動
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
と

二
〇
一
三
年
度
に
行
わ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
教
育
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
注
目
さ
れ
る
。
十
数
名
の
留
学
生
（
教
員
研
修
留
学
生
・

日
本
語
日
本
文
化
留
学
生
・
交
換
留
学
生
な
ど
）
が
参
加
し
た
こ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
被
災
地
の
小
中
学
校
や
公
民
館
・
仮
設
住
宅
な
ど

で
、
支
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
や
図
書
の
整
理
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち

と
の
遊
び
や
学
び
、
大
人
・
高
齢
者
と
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
留
学
生
の
学
び
や
生
活
を
支
え
た
の
が
学
内
の
各
組
織

で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
増
加
す
る
留
学
生
に
対
応
す
る
た
め

一
九
九
三
年
に
設
置
さ
れ
た
「
留
学
生
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
一
九
九
八

年
に
省
令
施
設
「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
に
格
上
げ
）、
さ
ら
に
係
か
ら
格
上
げ
さ
れ
た
留
学
生
課
が
そ
の
活
動
を
支
え
た
。「
東

日
本
大
震
災
被
災
地
の
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
も
「
留
学
生
セ
ン
タ
ー
」
主
催
の
事
業
で
あ
っ
た
。

現
在
、
東
京
学
芸
大
学
は
、
六
五
を
超
す
海
外
の
大
学
と
学
生
交
流
・
学
術
交
流
の
提
携
を
結
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
大
学
に
本
学
学
生
が
留
学
す
る
動
き
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
本
学
に
留
学
し
て
く
る
学
生
の
活
動
や
日
本
人
学
生
と
の

相
互
交
流
は
、
国
内
的
な
視
野
に
偏
り
が
ち
な
教
員
養
成
大
学
の
国
際
化
と
い
う
点
で
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
意
義
を
高

め
て
い
く
に
違
い
な
い
。

写真Ⅶ-1�「東日本大震災被災地の教育ボランティ
ア」活動
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小
金
井
祭
は
滅
ぶ
か
!!

一
九
九
七
年
七
月
に
発
行
さ
れ
た
『
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
』
第
一
六
六
号
に
は
、
学
生
部
長
・
荒
尾
禎
秀
に
よ
る
「
小
金

井
祭
は
滅
ぶ
か
!!
」
と
い
う
衝
撃
的
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
学
側
が
提
案
し
た
一
九
九
七
年
度
小
金
井
祭

を
四
日
間
か
ら
三
日
間
と
す
る
案
に
学
生
側
が
反
発
し
た
「
日
程
縮
小
問
題
」
と
そ
の
顛
末
に
関
す
る
記
事
で
あ
っ
た
が
、

小
金
井
祭
を
め
ぐ
り
双
方
の
厳
し
い
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

荒
尾
は
、「
い
ま
、
小
金
井
祭
は
そ
の
位
置
を
失
う
瀬
戸
際
に
あ
る
」
と
し
学

生
に
危
機
意
識
を
も
つ
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
小
金
井
祭
が
意
義
づ
け
を
も
た

な
い
模
擬
店
が
中
心
で
、
お
お
よ
そ
大
学
の
文
化
祭
ら
し
く
な
い
、
参
加
者
が

限
ら
れ
て
い
て
学
生
の
多
く
は
連
休
状
態
、
学
生
に
よ
る
好
ま
し
く
な
い
行
い

も
続
い
て
い
る
な
ど
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
教
員
側
の
批
判
が
限
界
に
達
し
た
こ

と
が
短
縮
案
の
背
後
に
あ
っ
た
。

学
生
に
と
っ
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
、
主
に
、
正
課
と
し
て
の
講
義
と

課
外
活
動
で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
課
外
活
動
と
し
て
の
小
金
井
祭
に
、
本
学

ら
し
い
「
優
れ
て
教
育
的
な
活
動
」
と
し
て
の
側
面
を
願
う
教
員
側
と
学
生
側

と
の
間
に
は
意
識
の
違
い
も
生
じ
て
い
た
。

結
果
的
に
、
学
生
側
か
ら
改
善
案
の
提
示
も
あ
り
、
大
学
側
が
そ
の
努
力
や

工
夫
を
認
め
、
こ
の
年
は
四
日
間
開
催
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
双
方
か
ら
委
員

写真Ⅶ-2　第42～ 44回�小金井祭パンフレット
（1994 ～ 1996 年）
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を
選
出
す
る
「
点
検
・
評
価
委
員
会
」
を
設
置
す
る
な
ど
の
合
意
が
交
わ
さ
れ
た
。
合
意
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
多
く
の
学
生

の
自
主
的
・
創
造
的
・
積
極
的
参
加
に
よ
っ
て
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
祭
を
作
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

学
生
部
長
と
し
て
荒
尾
は
、「
小
金
井
祭
が
全
学
的
行
事
と
し
て
必
要
な
の
だ
と
い
う
主
張
の
実
態
を
今
年
は
是
非
示

し
、
実
感
さ
せ
て
ほ
し
い
」、「
意
義
付
け
も
持
た
な
い
模
擬
店
の
団
体
に
は
小
金
井
祭
と
は
関
係
無
し
に
学
外
で
店
を
開

く
こ
と
を
す
す
め
た
い
」
と
厳
し
く
指
摘
し
、「
教
育
学
部
の
学
生
と
し
て
教
育
問
題
が
大
揺
れ
の
今
こ
そ
考
え
議
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
伝
統
あ
る
小
金
井
祭
が
滅
ぶ
こ
と
の
な
い
た
め
に
」
こ

の
閉
塞
状
態
を
学
生
自
ら
の
努
力
で
突
破
す
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
学
生
観
、
多
様
に
活
動
す
る
学
生
た
ち

『
東
京
学
芸
大
学
五
十
年
史
』
は
、
九
〇
年
代
を
「
学
生
た
ち
の
新
し
い
価
値
観
や
大
学
観
が
発
揮
さ
れ
た
時
代
」
で

あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
前
述
の
小
金
井
祭
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
も
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
小
金

井
祭
の
改
革
や
学
獅
会
の
創
設
、
学
内
ク
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
試
み
な
ど
、
こ

の
時
期
の
学
生
に
見
ら
れ
る
動
き
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
ら
課
題
に
取
り
組
も
う
と
す

る
学
生
た
ち
の
意
識
や
意
欲
的
な
姿
勢
が
顕
在
化
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
の
時
期
は
学
生
た
ち
の
学
び
の
場
も
拡
が
り
を
見
せ
た
。
一
九
九
七
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
多
摩
地
域
の
国
立
五
大
学

（
東
京
学
芸
大
学
、
東
京
農
工
大
学
、
東
京
外
国
語
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、
一
橋
大
学
）
の
単
位
互
換
制
度
は
学
生
た
ち
か
ら

歓
迎
さ
れ
た
。
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
た
各
大
学
の
学
生
が
、
希
望
先
の
大
学
で
科
目
を
履
修
し
単
位
を
修
得
す
る
姿
が
見
ら
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
交
換
留
学
制
度
を
活
用
し
て
本
学
か
ら
海
外
の
大
学
へ
留
学
す
る
学
生
も
増
え
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
留
学
先
で
貴
重
な
国
際
交
流
体
験
を
重
ね
る
学
生
の
姿
、
教
育
実
習
で
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
ら
っ
た
声
を

心
の
支
え
に
し
て
頑
張
り
通
し
た
学
生
の
姿
、
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
親
と
子
の
た
め
の
教
育
相
談
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
し
て
教
職
へ
の
意
識
を
以
前
に
増
し
て
高
め
る
学
生
の
姿
な
ど
、
国
際
化
が
進
ん
だ
こ
の
時
期
の
学

内
誌
『
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
』
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
意
欲
的
に
学
ぶ
学
生
た
ち
の
姿
が
数
多
く
み

ら
れ
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
と
学
生
た
ち
の
動
き

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
は
、
阪
神
地
域
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の

震
災
が
転
換
点
と
な
り
、
日
本
国
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
性
化
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
五

年
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
年
代
も
職
業
も
多
様
な
層
に

拡
が
り
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
五
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た
『
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
』
第
一
五
八
号
は
、
特
集
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
記
」
を

掲
載
し
て
い
る
が
、
記
事
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
行
う
学
生
た
ち
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

東
京
学
芸
大
学
文
科
系
サ
ー
ク
ル
会
議
（
文
サ
連
）
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
う
け
て
一
九
九
五
年
二
月
に
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
を
開
催
し
、
バ
ザ
ー
で
得
ら
れ
た
資
金
に
「
文
サ
連
」
か
ら
の
資
金
を
合
わ
せ
て
日
本
赤
十
字
社
に
八
万
五
千
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円
あ
ま
り
の
義
援
金
の
寄
付
を
行
っ
た
。
ま

た
、
参
考
書
一
二
〇
冊
、
辞
書
六
冊
、
ノ
ー
ト

一
二
〇
冊
、
鉛
筆
一
〇
〇
本
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

シ
ル
八
〇
本
、
消
し
ゴ
ム
一
五
〇
個
も
学
生
か

ら
提
供
さ
れ
、
大
阪
大
学
学
生
課
を
通
じ
て
被

災
し
た
受
験
生
へ
配
布
さ
れ
た
。
わ
ず
か
な
規

模
の
寄
付
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
学
生
た
ち

が
示
し
た
被
災
者
支
援
の
気
持
ち
は
、
教
育
学

部
の
学
生
ら
し
い
、
珠
玉
の
輝
き
を
放
つ
も
の

で
あ
っ
た
。
大
学
側
か
ら
は
感
謝
の
言
葉
が
学
生
た
ち
に
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
多
く
の
学
生
が
、
被
災
者
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
現
地
に
出
向
い
て
い
る
。
学
部
三
年
の
学
生
は
、
東

京
の
事
務
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
連
絡
を
現
地
と
取
る
仕
事
を
し
、
自
ら
も
神
戸
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
入
っ
て

い
る
。
こ
の
学
生
は
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
長
田
区
に
入
り
、
大
火
災
で
燃
え
尽
き
た
街
を
歩
き
回
る
。
避
難
所
で
被

災
者
と
直
接
接
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
き
、
大
震
災
が
人
び
と
に
も
た
ら
し
た
本
当
の
凄
惨
さ
に
気
づ
い
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
自
分
自
身
を
使
っ
て
被
災
者
の
た
め
に
「
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
と
、
本
当
に
自
分
が
「
や
れ
る
」

こ
と
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
を
感
じ
、
自
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の
も
の
の
意
味
や
姿
勢
を
問
い
直
し
て
い
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
被
災
者
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
学
生
た
ち
が
得
た
も
の
は
大
き
か
っ
た
。

写真Ⅶ-3　「阪神淡路大震災ボランティ
ア活動体験記」『キャンパス通信』
（vol.158、1995 年 5 月 15 日）



東京学芸大学 150年の歩み　1873-2023　〔電子版〕

2023 年 6 月30日　第一版第一刷発行

編　者 国立大学法人 東京学芸大学

発行者 田中　千津子

発行所 株式
会社 学 文 社

ⒸTokyo Gakugei University 2023

〒153-0064　東京都目黒区下目黒3-6-1
電話	 03（3715）1501 ㈹
FAX	03（3715）2012
https://www.gakubunsha.com

ISBN978-4-7620-3245-5

無断転載・再配布を禁じます。


	VII　教員養成の質的転換に直面する東京学芸大学
	１　子ども減少期における教員養成系大学の展開
	２　学生生活とキャンパスライフ
	奥付

